特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年11月08日433号

3・4日　京田辺市民文化祭2009人のみなさんと対話が進む　　
対話人数　　模擬店:::1189人（野菜や松かさツリーや綿菓子）、　　展示説明：750人、　
　スライド説明140人、　合計2079人　　
　模擬店の様子　
柿：たちまち販売完了　開店後2時間で完売　その後柿の購入に来られた方が残念がっておられました。これまでの美味しい鹿背山の柿の人気は凄いものですね。　　　
青物：ホウレンソウ：これもたちまち完売　連日青物では一番に売り切れ発生　人気抜群　ヒノナ：午前中に完売　　　　キクナ：午後1時に完売　　　ミズナ：売れ残す　調理方法など食べ方のレシピを付けることが必要かもしれません　　サツマイモ：初日午前中に完売　　　コマツナ：二日目に出店　午前中に完売　　青物は：ミズナを除いて完売となった。　
　
綿菓子：人だかりがすると人気が人気を呼び行列ができる　参加型で自分が作れるところに人気が出る。　常に人だかりができるような工夫が必要でしょう。　　
つるかご：値札どおりに完売、蔓採り作業、籠編みの苦労などを説明して値段の妥当性を説明した。納得して購入して戴いた。一種の芸術作品である。
　　　
展示：親切丁寧な説明によく聞いてくれた。植物以外に鳥や河床低下問題等これまでにない問題課題的がわかりやすくポスター化されていた。しかし、木津川の河床低下については、ほとんどの人が実情を知らなかった。京田辺市域の小学校校歌に興味を示す人が予想以上におられた。写真が大きくて見やすいものに関心が集まって、質問もあった。
　　
スライド説明：前日の掲示物張出し時に、本部に空間利用を提示して、実現。不安いっぱいの幕開けとなったが、聞き入る人が次々と立ち止まり、立見席が椅子席に変わり、1部2部3部として各1時間の休憩をとる連続説明会としたが、時間前に開演を待つ人が数人おられた。大いにこの教訓を学び生かせると面白いイベントに発展の可能性が見つかるのではないだろうか。
新入会員を迎えることができました　　スライド解説をお聞きいただいた方が、楽しそうな組織なのでと、入会されました。これまで文化祭などの展示発表ではなかったことでおおきな収穫成果でした。
文化祭の取組みで打ち上げの集い　　17名の出席で播川副理事長が3日間の煮込みでおいしい筑前煮を用意、二日目はほとんどの品物が売り切れとなり、終了時間の15時には展示物のほとんどを運び出して、これまでとはずいぶん後片付けをする要領がよくなりました。開始予定17時前に全員が勢ぞろいして深田理事長の挨拶と大村副理事長の乾杯で2時間の集いが始まり、舌鼓を打ちながら文化祭の準備のエピソードを語り、苦労などを披露しました。
振り返れば凄い力量が発揮されました　　会誌33号219ページの製本作業及び会員や友好団体への発送作業を進めながら、文化祭の展示作品の企画や仕上げ、そして展示リハーサルと修正、一方で模擬店の下ごしらえ(松かさツリーや蔓かごつくり)そして里山農園では100円コーナーの維持とサツマイモの収穫や収穫後の始末と次期植付けの準備の継続を進めつつ、文化祭の主力部分での体調不良で入院加療者等が出ました。

いろいろな部署でアクシデントの発生があり、一部に過重な作業も集中発生しましたが、昨年以上に増加している作業量をこなしながら、これだけの諸準備をすすめ、出来あがりました。特に里山の会の33号発刊をやり終えた直後、短日時でこれだけやってのけられたのは、事務局会議出席者の凄い協力と、呼びかけに呼応してスタッフで協力いただいたみなさんの熱意行動があったからです。素晴らしい団体にまた一歩ステップアップしました。ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
「大阪自然史博物館2012」11月10日11日の二日間開催　
A2の掲示版6枚の展示を申し込んでいます。里山の会から河床低下の問題と課題を中心に発表します。また、第1日目の柳生博氏の講演が14時から行われます。午前11時に入場整理券の配布が予定されています。なかなかこうした講師のお話（「確かな未来は懐かしい風景の中にある」などお聞きでないものなので、多くの皆さんに広くお知らせいたします。ご多忙の中とはお察ししますが、万難を排してご参加されることを強く訴えます。（大阪市長居競技場 地下鉄御堂筋線｢長居｣3号出口⇒東へ約800ｍ　駐車場有料）
11日の展示物撤去及び持ち帰り要員が不足しています。どなたかご協力いただけないでしょうか　撤去時間16時~17時　大きさＡ２のポスター6枚　丸めればそれほどかさばるものではありません
セセラギ祭り　
展示物の出展は14団体です。模擬店は20店、舞台発表は目いっぱい時間内行われます。ここも二日間連続実施です。里山の会は掲示物参加で、京田辺市域小学校の校歌、など7つの掲示参加を予定しています。絵画クラブの発表も行います。
12日には国土交通省淀川河川事務所の木津川出張所との話し合いを行います。9月にイタセンパラの復旧を目指す課題と問題点について共通理解をやっておくと、以後の調整などがずいぶん行いやすくスムースな進展がみられると考えられます。
17日は秋のハイキングを実施　　
交野自然ふれあいウォーク　小雨決行　集合：9時・ＪＲ京田辺駅改札口　徒歩約10ｋｍ　河内磐船から交野市の星のブランコを目標に歩きます。このコースは舗装されたコースで、ほとんど安全なコースで、やや距離があるので、健脚組の取組みとなっています。ぜひご参加ください。
紀平肇先生から会誌33号の読書感想がイタセンパラの絵ハガキで届きました　
ありがとうございました
「前略、このたび機関紙｢里山の自然｣をお送りいただきありがとうございました。さっそく一気に読んでしまいました。木津川のことが川に行ったように感じられました。本当にありがとうございました。貴会の益々のご発展をお祈りいたします。」
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

